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佐世保市と姉妹都市提携３０周年（平成３年７月２６日に提携調印式「佐世保市・玉屋にて」） 
 
記念式典は、新型コロナウイルス感染拡大の影響で、昨年の

１０月から今年の２月１０日に延期されていましたが、結局、

規模縮小のうえオンライン開催となりました。 

もう３０年も前のことですから、当時のことを知る人も少な

くなりましたが、忘れてならないのは九重町からの記念品で

す。それは、高田家が九重町に寄贈して下さった高田力蔵画伯

（九重町名誉町民）の油絵９点のうちの１枚です。 

佐世保市に行かれた際には、是非、ご覧になってください。 

佐世保市博物館島瀬美術センターに所蔵されています。 
 

 

（６年前、『九重展』に展示された絵画「飯田高原と万年山」） 
 

  

日本の七十二候を楽しみましょう！ ～ 旧暦のある暮らし ～ 
 
暦の上ではもう「春」です。草木が芽吹き、

花が咲き、鳥がさえずる姿にふと気づくたび、

自然と顔がほころびます。ささやかな日々の移

ろいに、人は古来、心動かされてきました。 

旧暦の季節には、太陽暦の一年を四等分した

春・夏・秋・冬の他に、二十四等分した二十四

節気と七十二等分した七十二候という細やか

な季節の移ろいまでが取り入れられています。 

二十四節気は、「立春」から始まり、「大寒」

で締めくくられて一年となります。 

 その節気ごとに「初候」・「次候」・「末候」が 

あり、一年で七十二候となります。 

では「立春」とは、初めて春の兆しが現れて

くるころのこと。（この季節から数えて最初に

吹く南寄りの強い風が「春一番」です。） 
※ 参考図書『日本の七十二候を楽しむ』 

 

 
「立春」〔新暦では、２月４日～２月１８日頃〕 

初候）東風
とうふう

凍
こおり

を解
と

く 〔新暦２月４日～８日頃〕 

温かい春風が吹いて、川の氷が溶けだす頃。 

旧暦の七十二候では、この季節から新年が始まる。 

次候）黄鶯睍
う ぐ い す

睆
な

く  〔新暦２月９日～１３日頃〕 

 春の到来を告げる鶯が、美しい鳴き声を響か

せる頃。かつては梅の咲く季節「梅 花
うめのはな

乃
の

芳
かんば

し」と呼ぶ。 

末候）魚
うお

氷
こおり

に上
あが

る〔新暦２月１４日～１８日頃〕 

 暖かくなって湖の氷が割れ、魚が跳ね上がる 

 ころ。そんな春先の薄く張った氷のことを薄氷
うすらい

と呼ぶ。 
 
 今が旬の魚や野菜、果物のこと、季節の花や

鳥のこと、その時季ならではの暮らしの楽しみ

や祭りや行事のことなど、さまざまな昔ながら

の日本の暮らしを旧暦で楽しみましょう！ 
 

冬は必ず春となる 
  
「地に低く幸せありと福寿草」（保坂伸秋）。 

 早春の花のうち、多くは黄色い花といわれ

る。その筆頭が福寿草。白雪の大地から真っ先

に顔を出すことから、“春を告げる花”として

知られる。まだ寒さが残る時期に花を咲かせる

ため、花粉を運ぶ昆虫が少ない。そこで福寿草

は太陽に花を向ける。花びらは太陽光を反射し

やすい形をしており、花の中央部の温度は気温

よりも高くなる。それが虫たちを引き寄せる。 

 岡山の彼は３５歳の時、妻が早世。幼い３人

の子どもが残され、仕事と育児に追われる日々

が続いた。彼はかつて学んだ恩師の言葉を思い

返した。「『笑い』こそは、不屈なる『心の勝者』

の証である」。彼は「子どもには笑顔を見せよ 
 

 
う。それが自分の戦い」と決めた。危なっかし 

い手つきで包丁を握り、にわか料理を並べた。

食卓にいつも子どもたちの笑い声が響いた。 

あれから３０数星霜－「尊敬する父のように

なりたい」と３人は地域のリーダーに育った。 

 季節の春は必ず巡り来る。だが、「人生の春」

は座して待っていてはやって来ない。（新聞記事より） 

 試練の「冬」 

に負けないで、 

前に進み続ける 

「不撓の心」が、 

「冬」を「春」 

に変えることが 

できるんですね。 
 

 




